
令和 2年 4月 30日 

 

ヨコハマ SDGsデザインセンター 「横浜型 SDGs金融支援制度（仮）構築事業」 

実施パートナー企業募集に提出された提案書等の選定結果 

 

 ヨコハマ SDGs デザインセンター「横浜型 SDGs 金融支援制度（仮）構築事業」につい

て、公募により事業者を選定した結果、次のとおりパートナー企業を決定しました。 

 

１．パートナー企業 

 応募のあった１事業者の提案を審議した結果、株式会社三井住友銀行を取りまとめ事業

者とする共同事業体を第１位候補者として選定するとともに、パートナー企業として決定

しました。 

 

２．順位及び得点 

順位 提案者 評価点数 

第 1位 
株式会社三井住友銀行を取りまとめ事業者とする共同事業体 

〔株式会社三井住友銀行、株式会社日本総合研究所〕 
648点 

 

３．評価委員会実施経過 

評価方法及び

実施概要 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、評価委員会を書面審査

形式で実施しました。 

＜実施経過＞ 

●4月 21日（火）提案書提出 

●4月 23日（木）各委員から提案者へ提案内容に対し質問 

●4月 24日（金）提案者から各委員へ上記質問に対し回答 

●4月 27日（月）各委員による評価実施 

●4月 28日（火）各委員の評価結果を集計し評価結果を確認・決定 

※すべて書面にて実施。提案者と各委員とのやり取りは全て事務局を通

じて実施。 

委員出席状況 評価委員 6名中 6名が参加 

事務局 ヨコハマ SDGsデザインセンター 

主な発言内容 

・既存制度の活用、新型コロナ対策などの現状を踏また視点での提案を

評価する。 

・「横浜ならではの」という視点の提案が全体的に弱く、具体的な提案者

独自のアイディアや企画が欲しかった。 

・投融資を伴う実証実験としての計画や期待される成果についての具体

的な記述が乏しいし、新規性も感じられない。 

・現実的で無理のない提案になっている。 

 


